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研究成果の概要（和文）：本研究では、中途終了文である言いさしが日本語コミュニケーション

においてどのように使用されているかを調べることで、その発話と解釈の難しさについて考察

した。各 18 組の日本語、中国語、韓国語の母語話者同士、および、９組の英語母語話者同士

の自由会話におけるターン末の言いさし発話について、その使用頻度、形態、表現を詳細に調

査・比較することで、言いさし使用の難しさと解釈の難しさについて考察した。 

 その結果、母語にかかわらずすべての言語グループにおいて全ターン末の 40％以上で言いさ

しが使用され、言いさしは、日本人だけに特有なものではなく日本語コミュニケーションでの

特徴であることがわかった。形態別では、質問・付加・倒置などの解釈が容易な形式的言いさ

しは、各母語グループにおいて全言いさしの 19～27％しか使用されておらず、日本語非母語話

者にとっては、付加や倒置による言いさしは解釈は容易でも使用に難しさがあることや、名詞

止めや助詞終わりは使用が容易な言いさしだが、テ形終わりや副詞終わりなどは難しいことな

どがわかった。 

 

研究成果の概要（英文）：This paper examines the difficulties in using and understanding 

sentence-final ellipses, Iisashi, in 18 free conversations between native Japanese 

speakers(JNS), native Chinese speakers(CNS), and native Korean speakers (KNS) 

respectively, plus 9 free conversations between native English speakers(ENS).  The 

purpose of the research is to evaluate the influence of Iisashi on the interpretations 

and usages in the conversations. The research focuses on  ①how often Iisashi are 

used in the conversations, ② which expressions are used as Iisashi, ③ which 

expressive functions of Iisashi are used in the conversations, ④ how use of Iisashi are 

related with contexts between speakers, and ⑤ how these results are different from 

the results of the same study between native Japanese speakers. 

In the study, more than 40% of all turns finish with Iisashi in all language groups.  

Among those, 19 ~ 27% out of all Iisashi are external Iisashi which contains expressive 

functions, such as questions, additions, and inversions. These are relatively easy to 

interpret. But, Iisashi which contains expressive functions, such as additions, and 

inversions is difficult to use for CNS, KNS and ENS. 

Regarding the expressions of Iisashi, it ends sentences with nouns, particles, 

adverbs, and te-forms. Iisashi which ends sentences with nouns is easy to interpret 

and use. But, Iisashi which ends sentences with te-forms is difficult to use, but easy to 

comprehend. 

These results reveal that CNS, KNS and ENS use and comprehend most of 
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Iisashi in the same way as native Japanese speakers do. However, CNS, KNS and ENS 

have difficulty in replacing the objective case with predicates or adverbs with 

predicates.  

It shows CNS, KNS and ENS have the pragmatic ability to comprehend  Iisashi 

in Japanese conversations. Moreover, the characteristics of the Japanese language 

make possible to comprehend these Iisashi. 
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１．研究開始当初の背景 

日本人同士のコミュニケーションには省略が

多いという特徴がある。省略の中には最後まで

文を完結させない中途終了文があり、それを「言

いさし」と呼んでいる。これまで、言いさしが

多用されるのは、互いの共有知識により推測が

可能であるからであり、高コンテキスト文化で

ある日本人同士であるからだとされてきた。だ

が、近年、その説明に対する疑問も投げかけら

れている（荻原2010）。 また、言いさしをは

じめとする省略の多さが日本語コミュニケーシ

ョンの理解を難しくしているとされているが、

言いさしの多用が発話解釈の難しさを生んでい

るかどうかについての調査は十分に行われてお

らず、特に、日本語非母語話者による言いさし

使用についての研究は非常に少ないという現状

がある。    

 
２．研究の目的 

本研究は、日本語コミュニケーションにおけ

る発話と解釈の難しさがどこにあるのかを解明

するために、発話解釈を難しくしているとされ

る言いさし発話について、中国語母語話者・韓

国語母語話者・英語母語話者の日本語での自由

会話における言いさし使用の実態を詳細に調査

し、日本語母語話者同士の言いさし使用の実態

と比較・考察するものである。 

 各言語での自然会話における「言いさし」発

話の出現や出現の仕方を日本語コミュニケーシ

ョンでの出現状況や出現に対する対応の仕方と

比較することでも、その難しさについて考察し

ていく。 

 
３．研究の方法 

(1)日本語母語話者および、中国語・韓国語・英

語の母語話者同士による各母語および日本語に

よる自然会話を収集する。各母語話者について、

以下のような組み合わせの１対 1 の自然会話

(各組、各言語ごと１５分)を収集する。中国語

と韓国語の母語話者は、友人同士、および年齢

差のある上下関係ペアの男性同士ペア3組、男

女ペア3組、女性同士ペア3組の各18組 36人

に対し調査を行い、英語母語話者に対しては男

性同士ペア3組、男女ペア3組、女性同士ペア

3組の計9組18人の被験者の自由会話を収集し

た。 

なお、日本語非母語話者については、日本語

能力がOPI 中級－上レベル以上の被験者にした。 

 

(2)収集したインタビューテープの文字起こし

を行った。文字起こしは、研究協力者に依頼し

た。 



 

(3)日本語以外の会話については、各種ペアごと

に日本語会話において最も平均的な言いさし使

用を行ったペアを選び出し、母語による文字お

こしの後に、直訳翻訳を行った。直訳翻訳は、

研究協力者に依頼した。 

 

(4)文字おこし原稿をもとに、ターン末の言いさ

し発話を抽出し、その頻度・形態・表現につい

て分析を行った。 

 

(5)分析結果を比較することで、各母語話者別の
日本語コミュニケーションにおける言いさし発
話の使用と解釈の難しさ・易しさについて考察
した。 
 
(6)得られた知見から、日本語教育におけるコミ
ュニケーション教育の際に求められることにつ
いて提言を行った。 
 
４．研究成果 
(1)日本語会話での言いさし使用頻度について 
研究の結果、言いさし使用の頻度は、どの母

語話者においても全ターンの 40%以上が言いさ
しによって終わっていることが分かった。しか
も、頻度では日本語母語話者が最も低いことが
明らかになった(図１)。 
 つまり、日本語非母語話者のほうが日本語会
話においては多くの言いさしを使用しているこ
とになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１．各母語話者別言いさし頻度 
 
なお、全ターン数は日本語母語話者が最も多

かった。その点について、母語での会話におい
ても日本語母語話者のターン数より他の母語話
者のほうが少なかったことから、１ターンの長
さが日本語母語話者が短いことが分かる。それ
に加え、日本語による会話の場合、母語話者と
非母語話者では話すスピードが異なり、母語話
者のほうが同時間内に多くのターンが生まれる
と考えられる。 
 また、自由会話を行った話者間の言いさし使

用の相関関係については、すべての母語話者間
において相関関係が認められ（R ＝0.6442～
0.8501）、使用頻度は個人差もあるが、会話する
相手に影響を受けたり、影響を与えたりしてい
ることがわかった。 
 
(2）属性別使用頻度について 
 属性別の言いさし使用頻度について比較して
見ると、性別では、日本語母語話者、中国語母
語話者、英語母語話者の場合は、女性ペアが最
も言いさしを多く使用していた。韓国語母語話
者だけが、男性ペアが最も多く言いさしを使用
していた。 
 友人ペアと上下関係ペアについては、英語母
語話者以外で調査したが、図2のとおり、日本
語母語話者も韓国語母語話者も中国語母語話者
も、初対面の年齢差ペアのほうが言いさし使用
の頻度が高かった。 
 これまで、共有知識があるから言いさしなど
の省略が多く使用されると言われてきたが、本
研究の結果では、共有知識の少ない者同士の会
話でのほうが言いさしは多用されており、共有
知識の有無が言いさし使用の頻度には関係がな
いとことがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．親疎による属性別言いさし頻度 
 
(3)言いさしの形態について 
 言いさしの形態について調査し、言いさしに
より質問をしている場合、倒置をして言いさし
になってしまった場合、完全文に副詞などを付
加することにより言いさしになってしまった場
合は、慣習的に中途終了することが多いことや
結果的に言いさしになっていることから、形式
的言いさしとした。   
たとえば、質問の場合、上昇イントネーショ

ンや疑問詞を使用することで質問であることが
容易にわかる。倒置は、言いさしになっている
句とその直前の句を入れ替えることで完全文と
なる。付加についても、完全文で意味内容はわ
かっており、「たぶん」「ほんとに」などの副詞
などを追加することで、確信度合いなどを強調
している。 
このような形式的な言いさしは、その他の述

部が語られていない実質的な言いさしに比べて
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解釈が容易であると考えられることから、その
使用について調査・比較した。 
その結果は表１のとおりである。 
日本語母語話者に比べて、非母語話者はすべ

ての母語グループで質問を多く使用していた。
だが、倒置や付加については使用が非常に少な
く、半分、またはそれ以下の使用であった。 
特に、中国語話者は質問を多用している点で

特徴的であった。 
 
表１．各母語別言いさし形態の使用頻度 

 
質問 倒置 付加 その他 

日本語 12% 7% 9% 72% 

中国語 17% 3% 3% 77% 

韓国語 15% 4% 5% 76% 

英語 14% 1% 4% 81% 

 

 つまり、日本語非母語話者にとっては、解釈
の負担が少ない形式的な言いさしであっても、
倒置や付加については使用は難しいということ
を示している。 

 

(4）言いさし表現について 
 各母語話者別に、言いさしが名詞止めになっ
ているもの、助詞終わりになっているもの、副
詞終わりになっているもの、テ形で終わってい
るもの、その他の5種に分けて使用頻度を調査
したところ、図３のような結果となった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．各母語話別言いさし表現の使用頻度 
 
 図３のとおり、日本語母語話者は助詞終わり
の言いさしが最も多く42%で、名詞止めが28%、
副詞終わりとテ形終わりとその他がそれぞれ
10%であった。 
 この使用傾向に韓国語母語話者と英語母語話
者は類似していることがわかったが、助詞終わ
りと名詞止めの使用頻度が高く、それ以外の使
用頻度は低くなっている。 
 中国語母語話者だけは、使用傾向が異なり、
名詞止めが 49%とかなり多く、助詞終わりの使

用は 35%しかなかった。ただ、副詞終わりとテ
形終わり、その他については、他の非母語話者
同様に使用頻度が低かった。 
 この傾向については、副詞終わりが付加の形
態で使用されることが多いことからも、最後に
副詞をつけ加えるような話し方は、日本語非母
語話者にとっては難しいことが分かる。 
 また、テ形終わりについては、テ形に続く部
分についての解釈は、様々な表現・内容が続く
可能性があり、難しいものだと言える。テ形終
わりは、解釈についても、使用についても、日
本語非母語話者にとって難しいものとなってい
ることがわかった。 
 
(5）言いさし表現の内訳について 
 言いさし表現の使用について、母語別に特徴
的であった点として、中国語母語話者の名詞止
めの多用と韓国語母語話者と英語母語話者の助
詞終わりが挙げられる。 
 中国語母語話者の場合、名詞止めがどのよう
な機能で使用されているかについて内訳を見て
みると、図4のとおり、質問とその答え、語彙 
の繰り返しなどが多く使用されており、はっき
りわからない語彙を質問・応答したり、確認し
たりする際に、名詞止めが多用されていたこと
が分かった。つまり、語彙確認のストラテジー
として名詞止めが定着していると言える。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４．中国語母語話者の名詞止めの内訳 
 
 また、韓国語母語話者と英語母語話者につい
ては、助詞終わりの多用が特徴として見られた
が、その内訳は、異なるものであった。 
 英語母語話者の内訳は，日本語母語話者と非
常に類似しており、「を」「が」「に」「は」「も」
などの格・係助詞が約5割を占め、その後、「け
ど・が」「から」「とか」「って」の順に多く使用
され、日本語母語話者（図５）とほぼ同頻度で
使用されていた。 
それに対して、韓国語母語話者の内訳（図６）

は日本語母語話者とは異なる点があり、格・係
り助詞が 50%と最も多いが、それに続いて｢か
ら｣の使用が17%あり、日本語母語話者の12%よ 
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図５．日本語母語話者の助詞終わりの内訳 
 
り 5%多かった。それに対して、「けど・が」は3
番目に多い使用で 11%に留まった(日本語母語
話者は13%)。 
 ｢から｣の使用をさらに詳しく調べると、理由
や起点を表す「から」は17%中約 3%であり、ほ
とんどは理由を表さない「から」であり、しか
も、白川（2009）において言い尽くしの言いさ
しと呼ばれているものが多数を占めていること 
がわかった。つまり、特に「から」をつけなく
てもわかる文に「から」を付加しているのであ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６．韓国語母語話者の助詞終わりの内訳 
  
 このようなカラ節による言いさしの多用は、
中国語母語話者にもみられた現象であり、「け
ど・が」を多く使用する日本語母語話者と英語
母語話者に対して、中国語母語話者と韓国語母
語話者は「から」を多用しているのである。 
 この不必要とも言える「から」の付加により、
発話が一見ネイティブのような自然さを生んで
いることから、自然さを出すストラテジーとし
て中国語母語話者と韓国語母語話者はカラ節に
よる言いさしを多く使用されていると考えられ
る。 
 
 

(6）母語による会話での言いさし使用について 
 母語による会話での言いさし使用については、
中国語母語話者と韓国語母語話者については属
性別に６組の、英語母語話者については性別ご
とに３組の会話データから分析をしたが、中国
語話者の場合は 6.5％、英語母語話者の場合は
16.8％、韓国語母語話者の場合は32.3％のター
ン末において言いさしが出現した。 
 日本語による会話での言いさし出現とは明ら
かな相関関係は認められなかったが、韓国語母
語話者の言いさし使用の多さや、中国語母語話
者の名詞どめ使用などが目立ち、母語での言い
さし使用のストラテジーが、日本語コミュニケ
ーションにおいても発揮されていることが考え
られる。 
 
（7）日本語教育への提言 
 以上の結果を受け、日本語教育において言い
さし使用をストラテジーの一種としてとらえ、
適切な使用と解釈を目指した指導を取り入れる
べきではないかと考える。 
 日本人と同様の話し方を強制するのではなく、
日本語非母語話者がすでに言いさしを多用して
いるという現実を受け止め、言いさしの使用や
解釈において誤解を生んだり、誤認識が起きな
いような指導が行われるべきであると考える。 
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権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別： 
 
○取得状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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